
 

 

 

 

 

 

 

 

12 月となり、いよいよ２学期のまとめの時を迎えています。新型コロナウイルス感染症への対応のた

め、臨時休業を余儀なくされた１学期とは違い、２学期はほぼ予定通りの活動を実施することができま

した。時には、授業参観日やＰＴＡ講演会を中止したり、部活動における応援を遠慮していただいたり

して、ご迷惑をおかけしました。しかし、保護者や地域の皆さんのご理解・ご協力をいただき、まとめ

の時を迎えられています。ありがとうございます。本年度の教育活動（授業の進捗状況等）については、

11 月現在年度当初予定をしている 90％の達成状況となっています。 

 

 

 

 例年文化祭の中で実施していた合唱祭を 12 月 24 日に開催します。現在各クラスともに、思いが詰ま

った合唱にしようと、一生懸命に練習を進めています。 

当初、保護者の皆さんにおいでいただいての実施を計画していましたが、現在の様子では難しいと判

断し、保護者の皆さんには、YouTube での視聴、ＤＶＤ・ブルーレイを購入いただいての視聴を予定し

ています。詳細については、後日連絡をさせていただきますが、ご了承願います。 

 生徒の皆さんは、学年ごとに入場・発表します。他学年の合唱はモニターでの鑑賞となります。最優

秀賞・優秀賞・優良賞の３賞を授与しますが、審査を金沢小学校校長 内藤恵理子先生にお願いしてい

ます。 

 

 

 

ピース ～一人ひとりが繋がる生徒会～をスローガンに掲

げ、このコロナ禍であるからできる活動をしようと頑張ってき

た３年生の生徒会から、いよいよ２年生にバトンが渡される時

を迎えています。12 月 18 日の生徒総会をもって、正式な引き

継ぎとなりますが、過日生徒会立会演説会・選挙が行われ、新

しい３役が決定しました。 

「素敵な原中にしたいという

思いは、皆さん３役はもちろん

生徒の皆さん全員がそうでしょうし、先生方も同じです。一緒に素敵な

原中を目指しましょう」と、挨拶に来られた３役に話をしました。３年

生の皆さん同様に、原中、そして原村のこれからを考えた活動にしてく

れるのではないかと、とても楽しみです。 

 先日、左の写真のようにゴミを拾ってきてくれた生徒がいました。以

前も何人かの人が拾ってきてくれている姿を見ました。正に、『原中き

れいにし隊』の姿であると嬉しく思いましたし、『原村きれいにし隊』

の姿、そして、生徒会でも考えてもらえると嬉しいなと思う姿でした。

強制されるのではなく、自らの意思で行動に移せることがすごいです。 
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立会演説会での様子 



 

 修学旅行も新型コロナウイルス感染症の影響で、定番で

ある奈良・京都への訪問を断念し、魅力あふれる長野県内

に訪問地を変更しました。そして、11 月 4･5 日、晴天の

下実施しました。 

 長野県内とは言え、多くの人が訪れたことがない場所を

見学したり、通常の修学旅行では経験できないことを経験

したりすることができました。 

行ってきた３年生の感想は、「とても楽しかった」「コロ

ナ禍であったから、体験できたことがたくさんあった」と、

とても前向きなものでした。今までの修学旅行とは異なる

目的地・目

的になりま

したが、目的を十分に達成できた修学旅行になりました。 

 現２年生も、来年度の修学旅行については、奈良・京都

への訪問

は難しい

のではな

いかと、代

替案を考

えていま

す。３年生

の修学旅

行の様子を見させていただき、生徒の皆さんが充実した

時間を過ごすことができれば、訪問地はどこであっても、

心に残る修学旅行になりそうです。 

 

 

 

 日本各地、長野県でも三度目の大きな感染となっているよ

うに思います。気をつけていても、感染してしまっている人

もいます。当たり前のことをこれからも徹底していきたいと

思います。生徒会の健康委員会での呼びかけも毎日行ってく

れていますが、皆で今一度感染症の拡大防止について確認を

していく必要を感じています。また、部活動などにおいて、

他校の皆さんと関わるリスクもあることから、マスクの着用、

手指の消毒等の励行を繰返しお願いしたいと思います。また、

寒くなってきていますが、換気も今まで通りに実施し、皆で

感染症に立ち向かっていきます。 
 

 

 

 いそがしいからと言って、人として教職員としてやってはいけないことがあります。しかし、飲酒運

転であるとか、体罰であるとか、わいせつな行為であるとかが報道されています。心を痛めるとともに、

原中学校の教職員が起こしてはいけないと、自分を振り返ったり、飲酒運転をしない・非違行為をしな

いと記した誓いを書いてもらったりしています。これからも、日頃の言動から見直したいと思います。 

 学校評価アンケートにて体罰の調査も行いましたが、県教育委員会では、「体罰に関わる相談窓口」

を設けています。下記まで、封書、電話、ファックス等で相談ができますので、ご活用ください。 

 

 

 

晩秋の戸隠散策 

ホテルにおけるテーブルマナー研修 

軽井沢にて カーリング体験 

長野県中学校駅伝 入賞 

 南信予選会において、３位であっ

た女子チームは、11 月 22 日開催の県

大会において８位入賞を果たしまし

た。バスケット部からの応援メンバ

ーを借りての快挙です。 

宛 先  長野県教育委員会義務教育課 「体罰に関わる相談窓口」宛 

 住 所  〒380-8570  長野市南長野幅下 692-2 

 電 話  ０２６－２３５－７４２６（直通）  ＦＡＸ ０２６－２３５－７４９４ 

毎朝の検温、健康チェックカードへ

の記入を引き続きお願いします。 

村商工会青年部より、マスク・

消毒液をいただきました。 


